
エッセイ　世界へ◉世界から

産科フィスチュラ問題に関わって
中
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山
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東京大学法学部卒、ハーバード大学公衆衛生学修士。海外不動産投資コンサルタント業の
かたわら、ハムリンフィスチュラジャパン代表を務める。以来、対日アフリカ外交団体例会な
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産
科
フ
ィ
ス
チ
ュ
ラ
と
い
う
障
が
い

が
あ
る
。
難
産
や
、
母
親
が
低
年

齢
で
産
道
が
未
発
育
の
場
合
、
胎

児
に
圧
迫
さ
れ
て
膣
、
膀
胱
、
直
腸
に
穴
の
開

く
も
の
で
、
死
産
を
伴
う
こ
と
も
多
い
し
、
患

者
は
慢
性
的
な
大
小
便
の
失
禁
状
態
に
な
り
、

そ
の
臭
気
ゆ
え
に
離
縁
さ
れ
た
り
社
会
か
ら
疎

外
さ
れ
て
し
ま
う
。
手
術
で
九
割
は
直
る
が
、

女
性
が
低
年
齢
で
結
婚
す
る
社
会
で
は
よ
く
起

き
、
手
術
費
が
工
面
で
き
な
い
貧
困
層
に
悲
惨

な
例
が
多
い
。

　

エ
チ
オ
ピ
ア
の
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
で
は
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
候
補
に
も
な
っ
た
豪
人
医
師

の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ハ
ム
リ
ン
医
師
と
亡
夫
レ
ジ

ナ
ル
ド
医
師
が
一
九
五
九
年
か
ら
こ
の
問
題
に

携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
は
手
術
法
も
確

立
せ
ず
試
行
錯
誤
が
続
い
た
が
、
一
九
七
四
年

に
悲
願
だ
っ
た
専
門
病
院
を
開
き
、
無
料
で
手

術
や
治
療
を
行
い
、
回
復
後
の
自
立
の
た
め
の

教
育
や
訓
練
も
行
っ
て
き
た
。
す
で
に
三
万
人

以
上
を
治
療
し
た
が
、
毎
年
多
く
の
患
者
が
生

じ
て
追
い
つ
か
な
い
。
現
地
医
師
も
少
な
い
の

で
、
助
産
師
大
学
も
設
立
す
る
な
ど
、
医
療
従

事
者
育
成
も
進
め
て
い
る
。
昨
年
は
キ
ャ
サ
リ

ン
医
師
た
ち
の
活
動
五
〇
年
を
記
念
す
る
国
際

式
典
も
開
か
れ
た
。

　

私
は
、
米
国
滞
在
中
に
ハ
ム
リ
ン
医
師
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
番
組
を
見
て
こ
の
障
が
い
を
初
め

て
知
っ
た
。
そ
の
後
、
自
身
、
胎
盤
剥
離
で
大

量
出
血
の
末
に
超
未
熟
児
出
産
の
経
験
を
し
た
。

先
端
医
療
を
受
け
ら
れ
た
私
に
比
べ
、
貧
困
ゆ

え
に
苦
し
む
多
く
の
女
性
患
者
の
い
る
不
平
等

へ
の
思
い
か
ら
、
専
門
病
院
に
寄
付
を
し
た
。

す
る
と
支
援
団
体
の
立
ち
上
げ
を
依
頼
さ
れ
た

の
で
、
二
〇
〇
五
年
に
日
本
初
の
フ
ィ
ス
チ
ュ

ラ
患
者
支
援
団
体
を
立
ち
上
げ
た
の
で
あ
る
。

以
来
、
皆
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
エ
チ
オ
ピ
ア
の

専
門
病
院
へ
資
金
や
物
資
を
送
る
活
動
を
行
っ

て
き
た
。
現
在
、
ハ
ム
リ
ン
医
師
率
い
る
ハ
ム

リ
ン
フ
ィ
ス
チ
ュ
ラ
グ
ル
ー
プ
は
、
エ
チ
オ
ピ

ア
の
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
を
本
部
と
し
て
、
世
界

中
に
支
援
の
輪
を
広
げ
て
お
り
、
私
た
ち
の
団

体
も
、
そ
の
一
員
と
し
て
、「
ハ
ム
リ
ン
フ
ィ

ス
チ
ュ
ラ
ジ
ャ
パ
ン
」
と
名
乗
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
三
年
に
国
連
人
口
基
金
（
U
 N
 

F
P
A
）
が
フ
ィ
ス
チ
ュ
ラ
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
始
め
て
以
来
、
こ
の
障
が
い
は
世
界
的
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
英
語
圏
で
は
支

援
活
動
が
広
が
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
で

は
、
障
が
い
自
体
が
ま
れ
な
の
で
医
学
界
で
さ

え
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、

障
が
い
の
存
在
を
広
報
し
た
り
、
治
療
費
の
募

金
活
動
を
進
め
て
い
る
。
年
配
女
性
を
中
心
に

徐
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
ア

フ
リ
カ
研
究
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
分
野
の
方
々

に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
、
支
援
の
輪
を
広
げ
た

い
と
願
っ
て
い
る
。
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